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第
七
節
養
生
所
の
開
院
　
文
久
元
年
七
月
一
日
（
一
八
六
一
年
八
月
六
日
）
落
成
し
た
養
生
所
は
そ
の
開
院
が
待
た
れ
る
ば
か
り
と
な
っ
た
。
医
学
所
は
養
生
所
の
管
轄
下
に
あ
り
、
そ
の
頭
取
は
松
本
良
順
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
、
長
崎
奉
行
所
に
は
養
生
所
掛
が
い
て
、
養
生
所
関
係
の
事
務
を
取
扱
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
年
八
月
朔
目
（
陽
暦
九
月
五
日
）
、
長
崎
奉
行
所
は
代
官
高
木
作
右
衛
門
に
対
し
、
次
の
訓
令
を
発
し
た
。
　
此
度
御
取
建
相
成
候
養
生
所
之
儀
者
病
気
療
養
い
た
し
候
も
の
下
々
二
　
而
ハ
医
師
見
廻
等
行
届
か
す
叉
者
舶
来
之
薬
種
類
間
々
品
切
も
有
之
殊
　
二
薬
剤
療
方
と
も
銘
々
之
好
憎
二
よ
り
意
外
之
迷
ひ
を
生
し
療
治
不
行
　
届
相
果
候
も
の
不
少
既
二
午
未
年
之
流
行
病
之
節
者
手
当
届
兼
彩
敷
死
　
亡
之
も
の
も
有
之
候
間
医
薬
ハ
勿
論
看
病
人
相
撰
養
生
筋
不
行
届
無
之
　
様
致
遣
度
と
の
御
趣
意
二
付
長
崎
市
郷
之
も
の
共
を
は
し
め
旅
人
た
り
　
共
療
養
相
願
度
も
の
有
之
候
ハ
其
所
役
人
共
厚
相
心
得
病
者
寄
宿
手
重
　
二
不
相
心
得
様
可
致
遣
候
尤
別
紙
規
則
書
之
趣
相
心
得
身
許
有
之
も
の
　
共
ハ
寄
宿
料
可
差
出
極
貧
之
も
の
共
二
者
御
施
薬
二
可
被
成
下
候
条
来
　
ル
九
月
三
目
汐
勝
手
次
第
可
願
出
候
　
右
之
趣
被
致
承
知
別
紙
規
則
書
相
添
郷
中
末
々
之
も
の
迄
可
被
申
渡
候
　
　
　
八
月
朔
日
　
奉
行
所
は
こ
の
丈
中
の
「
右
之
趣
」
の
条
を
除
い
た
全
文
を
市
郷
の
者
へ
も
達
し
た
。
叉
、
麦
配
向
に
対
し
て
は
「
右
之
趣
令
承
知
別
紙
規
則
書
相
添
不
洩
様
可
申
渡
候
」
と
改
め
た
文
を
達
し
て
い
る
。
こ
の
支
配
向
に
通
達
し
た
丈
書
は
九
月
朔
日
（
陽
暦
十
月
四
日
）
よ
り
仰
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
文
書
と
同
様
、
九
月
朔
目
よ
り
仰
渡
さ
れ
る
も
の
と
し
て
次
の
文
童
目
が
あ
る
。
　
　
（
失
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
配
向
江
　
酉
九
月
朔
目
み
被
仰
渡
　
此
度
養
生
所
御
出
来
之
所
始
而
之
儀
二
も
有
之
候
間
別
紙
触
面
並
規
則
　
書
之
通
二
而
取
開
き
相
試
候
追
而
相
触
候
義
も
可
有
之
候
条
兼
而
其
旨
　
可
相
心
得
候
　
　
　
酉
　
八
月
一73一
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
第
七
節
　
養
生
所
の
開
院
　
こ
れ
は
先
に
掲
げ
た
触
と
後
に
示
す
養
生
所
規
則
を
達
す
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
養
生
所
の
落
成
と
そ
の
開
院
を
試
み
る
間
に
、
更
に
触
れ
る
べ
き
こ
と
も
あ
る
と
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
触
に
よ
れ
ば
、
下
々
の
者
に
は
医
師
の
見
舞
が
不
行
届
で
、
輸
入
薬
種
も
往
々
品
切
と
な
り
、
薬
剤
や
療
法
の
好
憎
に
よ
り
、
徒
ら
に
迷
妄
を
生
じ
、
そ
の
た
め
治
療
も
不
行
届
と
な
り
、
遂
に
死
亡
す
る
者
が
あ
り
、
特
に
安
政
五
・
六
両
年
の
コ
レ
ラ
の
大
流
行
の
際
に
は
治
療
が
行
届
き
兼
ね
、
霧
し
い
死
亡
者
を
生
じ
た
外
、
一
般
診
療
も
普
く
行
屈
く
よ
う
に
と
い
う
趣
旨
に
よ
っ
て
今
度
の
新
し
い
病
院
を
建
設
し
た
。
そ
れ
で
長
崎
市
郷
の
者
の
み
な
ら
ず
、
旅
人
も
診
療
を
願
う
も
の
は
養
生
所
規
則
に
よ
っ
て
診
療
を
受
け
し
め
る
便
宜
を
計
る
よ
う
に
諭
し
、
極
貧
の
者
に
は
無
料
施
薬
を
許
す
こ
と
を
布
告
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
更
に
別
の
触
が
達
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
養
生
所
開
院
は
予
定
よ
り
半
月
早
く
挙
行
さ
れ
た
。
こ
こ
で
養
生
所
規
則
を
示
そ
う
。
一
養
生
所
規
則
療
用
相
願
候
者
者
銘
々
居
町
居
村
役
人
並
引
請
証
人
名
前
相
認
候
一一一一一一
印
紙
書
付
弐
枚
持
参
証
人
同
道
直
二
養
生
所
江
罷
越
壱
枚
者
門
番
所
江
差
出
壱
枚
者
玄
関
江
持
参
役
人
引
合
医
師
改
請
寄
宿
可
致
候
　
但
養
生
所
み
人
別
糺
方
い
た
し
候
間
居
町
居
村
乙
名
散
使
江
相
　
　
届
置
罷
越
可
申
尤
乙
名
散
使
ホ
汐
申
立
二
不
及
当
人
と
も
直
　
　
二
罷
越
不
苦
候
夜
具
寝
衣
之
類
者
置
附
し
御
品
有
之
候
間
持
参
二
不
及
尤
自
分
取
持
之
物
致
持
参
度
候
ハ
・
医
師
見
届
候
上
差
許
可
申
候
病
気
快
方
二
を
も
む
き
歩
行
ホ
差
支
無
之
者
者
服
薬
相
休
不
申
候
と
も
帰
宅
為
致
日
を
定
相
通
ひ
診
療
受
ケ
可
申
候
事
療
治
相
願
候
も
の
身
許
有
之
分
者
寄
宿
中
一
日
壱
人
六
匁
宛
一
切
之
為
賄
料
相
納
可
申
尤
全
快
後
た
り
と
も
其
前
た
り
と
も
都
合
次
第
相
納
可
申
候
事
看
病
人
合
連
寄
宿
い
た
し
一
間
借
切
方
願
候
者
者
一
切
之
為
賄
料
一
目
拾
弐
匁
宛
前
同
様
相
納
可
申
候
事
市
郷
之
内
身
許
薄
之
者
江
者
薬
剤
被
下
候
間
前
同
様
之
手
順
二
而
一
日
壱
人
弐
匁
五
分
宛
相
納
可
申
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
但
極
貧
之
者
共
者
其
時
宜
二
奇
諸
賄
料
ホ
一
式
差
出
二
不
及
候
　
　
事
病
人
之
親
類
其
外
見
舞
之
者
者
兼
而
渡
置
候
番
付
ケ
証
札
持
参
看
病
人
案
内
二
而
対
面
可
致
尤
飲
食
之
品
差
贈
候
節
者
医
師
之
改
を
請
可
申
事
此
外
之
儀
者
寄
宿
之
上
諸
事
其
筋
之
も
の
差
図
を
受
ケ
可
申
候
事
　
已
上
一74一
名
前
書
案
　或或何
誰ハハ
借家何町
家持役
引
請
人
　
何
　
町
郷
中
之
者
名
前
書
も
右
同
様
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
何
　
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
　
姓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
　
妻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
或
ハ
市
中
家
内
之
者
名
前
書
も
右
同
様
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
旅
　
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
国
何
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
　
姓
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
何
之
或
　
　
酉
何ハ
才誰
何
之
或
　
　
誰
誰
厄娘伜母
介
酉
　
何
才
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
請
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
　
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
　
　
右
之
通
半
紙
ニ
ッ
折
綴
込
二
相
成
候
様
認
メ
差
出
可
申
事
　
こ
の
養
生
所
規
則
も
先
の
触
も
九
月
一
日
（
陽
暦
十
月
四
日
）
に
一
般
に
布
達
し
、
九
月
三
日
（
陽
暦
十
月
六
日
）
に
開
院
を
予
定
し
て
い
た
の
が
、
前
記
の
よ
う
に
半
月
早
く
、
八
月
十
六
日
（
一
八
六
一
年
九
月
二
十
日
）
に
開
院
式
を
挙
げ
た
。
こ
の
目
は
雨
で
あ
っ
た
が
、
授
業
の
方
は
平
常
通
り
行
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
十
七
日
（
陽
暦
九
月
二
十
一
日
）
よ
り
養
生
所
の
診
療
を
開
始
し
た
。
開
院
式
に
当
っ
て
は
、
幕
命
に
よ
っ
て
日
蘭
両
国
旗
が
二
棟
の
養
生
所
の
屋
上
の
南
端
に
醗
っ
た
。
日
の
丸
の
国
旗
は
東
側
の
棟
の
南
端
に
、
紅
白
青
三
色
の
オ
ラ
ン
ダ
の
国
旗
は
西
側
の
棟
の
南
端
に
醗
っ
た
。
ポ
ン
ペ
は
こ
の
病
院
開
院
の
こ
ろ
を
回
想
し
て
「
愈
々
素
晴
し
い
第
一
歩
が
踏
出
さ
れ
た
。
陽
暦
九
月
二
十
↓
日
に
病
院
が
開
か
れ
、
当
時
、
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
日
蘭
両
国
旗
が
並
立
さ
れ
、
仲
よ
く
醗
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
ポ
ン
ペ
が
多
年
、
翼
求
し
た
長
崎
医
学
校
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
開
院
の
日
に
つ
い
て
は
、
ポ
ン
ペ
著
『
目
本
に
お
け
る
五
年
一75一
第
七
節
　
養
生
所
の
開
院
間
』
の
口
絵
に
九
月
二
十
日
と
陽
暦
で
記
さ
れ
、
本
文
に
は
前
引
の
よ
う
に
二
十
一
目
と
記
し
て
あ
る
。
こ
の
両
目
の
差
は
長
崎
側
或
い
は
幕
府
側
の
資
料
に
よ
っ
て
傍
証
を
得
た
い
が
、
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
。
　
文
久
元
年
九
月
五
日
（
陽
暦
十
月
八
日
）
、
岡
部
駿
河
守
は
高
橋
美
作
守
一
貫
と
連
署
し
て
町
便
に
よ
り
「
長
崎
表
養
生
所
御
開
キ
之
儀
取
計
向
御
入
用
筋
伺
出
之
儀
二
付
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
提
出
し
た
。
九
月
十
九
目
（
陽
暦
十
月
二
十
二
日
）
、
佐
藤
清
次
郎
を
経
て
こ
の
文
書
を
受
取
っ
た
安
藤
対
馬
守
は
十
二
月
八
日
（
一
八
六
二
年
一
月
七
日
）
に
至
り
、
同
人
を
経
て
次
の
覚
を
下
附
し
た
。
　
　
　
　
　
覚
　
書
面
之
趣
者
先
達
而
被
申
聞
候
節
手
始
之
事
二
も
候
間
今
一
応
勘
弁
致
　
手
軽
二
取
調
可
被
相
伺
旨
相
達
候
得
共
既
二
開
館
相
成
候
上
者
外
国
人
　
も
入
館
可
致
儀
二
付
規
則
等
取
建
方
遅
々
候
而
者
御
不
躰
裁
に
も
相
聞
　
候
問
療
養
之
儀
者
親
疎
内
外
之
着
到
無
之
御
主
意
之
積
相
心
得
入
館
又
　
者
御
施
薬
等
相
願
候
者
ハ
何
も
承
届
右
憐
国
よ
り
罷
越
候
者
叉
者
外
国
　
人
ホ
者
夫
々
附
銀
も
可
有
之
其
余
窮
民
者
格
別
身
柄
之
者
者
何
も
相
当
　
之
冥
加
高
差
出
右
を
以
養
生
所
御
入
用
金
之
内
江
組
入
候
積
相
心
得
其
　
余
見
込
之
趣
早
々
申
越
候
様
可
被
致
候
事
　
叉
、
二
人
の
奉
行
は
先
の
文
書
と
共
に
「
市
郷
之
者
外
国
人
医
師
孟
伝
習
又
者
療
養
受
候
儀
二
付
心
得
方
之
儀
奉
伺
候
書
付
」
を
幕
府
に
提
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
翌
年
二
月
二
日
（
一
八
六
二
年
三
月
二
日
）
次
の
返
書
が
下
附
さ
れ
た
。
　
　
　
　
覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
伺
之
通
可
被
取
計
候
尤
規
則
ホ
碇
も
相
立
不
取
締
之
儀
無
之
様
可
被
致
候
事
　
九
月
二
十
三
日
（
陽
暦
十
月
二
十
七
日
）
に
は
、
ポ
ン
ペ
の
長
崎
滞
在
延
期
に
関
し
、
町
便
を
以
て
岡
部
駿
河
守
と
高
橋
美
作
守
は
「
教
師
蘭
医
詰
越
滞
在
井
給
料
之
儀
二
付
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
報
じ
た
が
、
こ
れ
は
幕
府
に
十
月
七
日
（
陽
暦
十
一
月
九
日
）
、
届
け
ら
れ
た
。
処
が
こ
の
件
は
幕
府
と
全
く
下
交
渉
を
行
な
わ
ず
に
長
崎
奉
行
等
が
雇
継
契
約
を
し
て
了
っ
て
い
た
た
め
、
翌
年
七
月
二
十
五
日
（
一
八
六
二
年
八
月
二
十
日
）
に
至
り
、
　
「
書
面
之
趣
承
置
候
尤
向
後
右
様
之
儀
者
伺
之
上
取
計
候
様
可
被
致
候
事
」
と
注
意
を
受
け
た
。
　
処
で
、
新
し
く
建
設
さ
れ
た
養
生
所
は
、
単
に
国
内
の
患
者
を
診
療
す
る
だ
け
で
な
く
、
居
留
外
国
人
又
は
入
港
船
舶
の
外
国
人
水
夫
等
の
診
療
を
も
行
な
う
と
い
う
特
殊
な
役
割
を
演
じ
な
け
れ
一76一
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
奉
行
高
橋
美
作
守
は
長
崎
駐
在
各
国
領
事
に
養
生
所
設
立
の
挨
拶
を
兼
ね
て
、
養
生
所
規
則
を
そ
れ
ぞ
れ
の
領
事
に
通
達
し
た
。
そ
し
て
十
一
月
二
十
七
日
（
陽
暦
十
二
月
二
十
六
日
）
、
　
宿
次
を
以
て
「
養
生
所
規
則
書
各
国
コ
ン
シ
ュ
ル
江
達
方
之
儀
二
付
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
報
じ
た
が
、
幕
府
は
十
二
月
二
十
六
日
（
一
八
六
二
年
一
月
二
十
五
日
）
、
そ
れ
を
受
取
っ
て
い
る
。
さ
て
、
養
生
所
は
小
島
郷
の
丘
陵
上
に
あ
り
、
元
来
、
畑
地
で
、
水
利
の
便
が
な
か
っ
た
の
で
、
井
戸
を
養
生
所
の
構
内
に
掘
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
、
高
橋
美
作
守
は
十
二
月
二
十
七
日
（
一
八
六
二
年
一
月
二
十
六
日
）
、
宿
次
を
以
て
「
養
生
所
地
内
江
井
戸
掘
立
候
儀
二
付
奉
伺
候
書
付
」
を
幕
府
に
報
じ
た
が
、
又
、
同
時
に
岡
部
駿
河
守
と
連
署
し
て
養
生
所
の
経
営
及
び
経
費
に
対
す
る
報
告
「
長
崎
養
生
所
取
計
向
井
御
入
用
筋
等
之
儀
二
付
再
応
奉
伺
候
書
付
」
及
び
「
養
生
所
取
計
向
井
御
入
用
筋
等
再
応
伺
書
之
儀
二
付
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
た
。
こ
の
経
営
と
経
費
に
関
す
る
文
書
を
翌
年
正
月
二
十
九
日
（
一
八
六
二
年
二
月
二
十
八
日
）
に
受
取
っ
た
幕
府
は
四
月
二
十
三
日
（
陽
暦
五
月
二
十
一
日
）
に
至
り
、
必
要
経
費
の
賄
方
を
示
達
す
る
次
の
覚
書
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
を
発
し
た
。
　
　
　
　
　
覚
　
申
立
之
趣
者
先
ッ
承
置
候
間
製
茶
商
人
共
み
差
出
候
冥
加
金
井
病
者
汐
　
持
差
出
候
賄
料
等
を
以
可
成
丈
ケ
取
賄
候
積
当
方
相
試
其
次
第
二
寄
仕
　
法
等
手
軽
二
取
調
可
成
丈
ケ
御
出
方
不
相
成
様
御
救
助
筋
専
ら
二
可
被
　
取
計
候
事
　
こ
れ
等
の
文
書
と
共
に
、
岡
部
駿
河
守
は
高
橋
美
作
守
、
有
馬
帯
刀
と
連
署
の
「
長
崎
表
小
島
郷
養
生
所
附
医
学
所
井
執
七
役
住
居
新
規
御
普
請
出
来
形
見
分
之
儀
申
上
候
書
付
」
「
長
崎
表
小
島
郷
養
生
所
新
規
御
普
請
出
来
形
見
分
之
儀
申
上
候
書
付
」
及
び
岡
部
、
高
橋
両
奉
行
連
署
の
「
養
生
所
医
学
所
建
立
之
ケ
所
御
普
請
之
儀
二
付
奉
伺
候
書
付
」
を
幕
府
に
提
出
し
た
。
最
後
の
丈
書
に
対
し
て
は
翌
年
三
月
十
三
日
（
陽
暦
四
月
十
一
日
）
、
　
幕
府
よ
り
「
伺
之
通
相
心
得
可
成
丈
御
入
用
相
減
侯
様
可
取
計
候
事
」
と
達
せ
ら
れ
た
。
幕
府
は
当
時
、
経
済
的
困
窮
に
陥
っ
て
い
て
、
充
分
な
経
費
の
麦
出
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
上
記
の
よ
う
に
養
生
所
及
び
医
学
所
建
立
に
対
し
て
は
常
に
経
費
の
縮
少
を
希
望
し
た
。
　
丈
久
二
年
二
月
七
日
（
一
八
六
二
年
三
月
七
日
）
、
岡
部
駿
河
守
は
高
橋
美
作
守
と
連
署
し
て
宿
次
を
以
て
「
長
崎
養
生
所
江
為
相
一77一
　
　
　
第
七
節
　
養
生
所
の
開
院
詰
候
阿
蘭
陀
通
詞
共
江
御
手
当
井
御
賄
被
下
方
之
儀
二
付
奉
伺
候
書
付
」
並
び
に
「
長
崎
表
養
生
所
井
医
学
所
潰
地
代
米
渡
其
外
之
廉
再
応
取
調
子
相
伺
候
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
た
。
三
月
一
日
（
陽
暦
三
月
三
十
日
）
に
こ
れ
を
受
取
っ
た
幕
府
は
前
者
に
対
し
て
は
四
月
十
九
日
（
陽
暦
五
月
十
七
日
）
、
後
者
に
対
し
て
は
四
月
二
十
三
日
（
陽
暦
五
月
二
十
一
日
）
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
の
趣
を
そ
の
ま
ま
取
計
わ
せ
る
べ
き
回
答
を
与
え
た
。
更
に
二
月
二
十
七
日
（
陽
暦
三
月
二
十
七
日
）
、
長
崎
奉
行
所
は
町
便
を
以
て
、
「
伝
習
御
用
中
蘭
人
食
用
之
為
御
用
意
之
道
具
類
当
地
養
生
所
江
流
用
仕
候
儀
申
上
侯
書
付
」
を
幕
府
に
報
じ
た
が
、
－
幕
府
は
こ
れ
を
三
月
十
二
日
（
陽
暦
四
月
十
日
）
に
受
取
り
、
長
崎
に
お
け
る
海
軍
伝
習
の
際
の
資
材
中
、
江
戸
へ
廻
送
し
た
以
外
の
も
の
は
す
べ
て
養
生
所
の
器
具
と
し
て
備
品
の
中
に
加
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
　
当
時
幕
府
の
内
情
は
事
務
甚
だ
多
忙
で
、
加
え
て
経
済
状
態
も
芳
し
く
な
か
っ
た
た
め
、
長
崎
の
奉
行
所
か
ら
進
達
す
る
文
書
の
整
理
は
次
第
に
遅
延
に
遅
延
を
重
ね
て
い
た
。
以
上
、
－
引
用
し
た
文
書
の
発
着
や
そ
の
返
書
の
発
送
の
日
附
に
よ
っ
て
も
、
ポ
ン
ペ
の
帰
国
が
近
付
く
に
従
っ
て
長
崎
奉
行
の
進
達
の
返
書
は
半
年
以
上
の
時
目
を
要
す
る
に
至
っ
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
し
め
る
に
充
分
で
あ
る
が
、
ポ
ン
ペ
が
帰
国
す
る
ま
で
に
後
任
教
師
の
招
聴
を
急
が
し
め
た
の
も
こ
う
し
た
事
務
遅
滞
の
状
態
に
あ
る
幕
府
当
局
の
こ
と
を
知
悉
し
、
そ
れ
を
憂
え
て
い
た
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
処
で
、
養
生
所
の
完
成
を
機
と
し
て
、
ポ
ン
ペ
と
松
本
良
順
及
び
養
生
所
御
普
請
御
用
、
長
崎
奉
行
支
配
調
役
寺
崎
助
一
郎
並
び
に
同
役
中
山
誠
一
郎
等
に
対
す
る
慰
労
の
た
め
、
褒
賞
が
行
な
わ
れ
た
。
文
久
二
年
三
月
二
十
七
日
（
陽
暦
四
月
二
十
五
日
）
、
高
橋
美
作
守
は
岡
田
安
房
守
と
連
署
し
、
宿
次
を
以
て
「
長
崎
表
養
生
所
御
出
来
二
付
教
師
蘭
医
江
被
下
物
二
付
奉
伺
候
書
付
」
「
当
地
養
生
所
御
普
請
御
用
相
勤
候
者
支
配
向
之
者
江
御
褒
美
之
儀
奉
願
候
書
付
」
「
奥
詰
医
師
良
甫
伜
松
本
良
順
儀
長
崎
表
養
生
所
御
用
相
勤
候
二
付
御
褒
美
之
儀
奉
願
候
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
た
。
四
月
二
十
三
日
（
陽
暦
五
月
二
十
一
日
）
、
こ
れ
を
受
取
っ
た
幕
府
は
九
月
二
十
日
（
陽
暦
十
一
月
十
一
日
）
に
至
り
、
先
ず
中
山
誠
一
郎
並
び
に
寺
崎
助
一
郎
に
対
す
る
褒
賞
を
菊
地
伊
勢
守
を
通
じ
て
次
の
よ
う
に
示
し
た
。
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銀
五
枚
同
拾
枚
金
弐
百
疋
ッ
・
同
五
百
疋
同
三
百
疋
長
崎
奉
行
支
配
調
役
　
　
　
　
同
定
役
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
出
役
菊
地
伊
勢
守
江
中
山
誠
一
郎
寺
崎
助
一
郎
弐
　
人
壱
　
人
壱
　
人
　
右
長
崎
表
養
生
所
其
外
御
普
請
御
用
相
勤
候
二
付
為
御
褒
美
書
面
之
通
　
被
下
候
間
其
段
可
被
申
渡
候
被
下
候
金
銀
ハ
御
納
戸
頭
相
談
可
被
請
取
　
候
　
更
に
十
月
九
日
（
陽
暦
十
一
月
三
十
日
）
に
至
り
、
ポ
ン
ペ
に
対
す
る
褒
賞
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
覚
　
書
面
教
師
蘭
人
ポ
ン
ペ
江
為
御
褒
美
白
鞘
壱
腰
大
和
錦
五
巻
被
下
候
間
　
其
段
可
被
達
候
尤
御
品
者
当
地
汐
相
廻
候
筈
二
付
可
被
得
其
意
候
事
　
こ
の
ポ
ン
ペ
の
褒
賞
に
先
立
っ
て
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
年
）
、
長
崎
奉
行
の
交
代
に
当
っ
て
も
ポ
ン
ペ
に
贈
物
が
な
さ
れ
て
お
り
、
「
私
交
代
帰
府
之
節
教
師
蘭
医
ホ
ン
ヘ
江
贈
物
差
遣
度
段
奉
伺
候
書
付
」
を
受
取
っ
た
幕
府
は
同
年
八
月
十
七
日
（
陽
暦
九
月
二
十
二
日
）
、
伺
の
通
り
に
取
計
う
よ
う
、
許
可
し
た
。
　
な
お
、
養
生
所
の
経
費
に
関
し
て
は
先
に
述
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
っ
た
が
、
文
久
二
年
六
月
七
日
（
一
八
六
二
年
七
月
三
目
）
、
高
橋
美
作
守
は
岡
田
安
房
守
と
連
署
し
て
宿
次
に
よ
り
「
当
地
養
生
所
御
入
用
筋
之
儀
二
付
相
伺
侯
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
、
佐
藤
清
五
郎
を
経
て
七
月
三
日
（
陽
暦
七
月
二
十
九
日
）
に
こ
れ
を
受
取
っ
た
幕
府
は
翌
年
二
月
二
十
五
日
（
一
八
六
三
年
四
月
十
二
日
）
に
至
り
、
次
の
回
答
を
与
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
覚
　
書
面
之
通
二
者
難
被
及
御
沙
汰
養
生
所
御
入
用
之
儀
是
迄
之
通
製
茶
井
　
病
者
冥
加
金
二
而
取
賄
不
足
之
分
者
右
冥
加
金
相
贈
候
迄
当
分
之
内
会
　
所
金
汐
御
出
方
取
計
候
様
可
被
致
候
事
　
養
生
所
の
経
営
は
長
崎
に
お
け
る
製
茶
の
冥
加
金
及
び
息
者
の
支
払
金
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
不
足
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
点
を
長
崎
奉
行
所
が
苦
慮
し
て
種
々
検
討
し
た
結
果
、
幕
府
に
経
営
費
捻
出
を
交
渉
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
長
崎
会
所
金
の
流
用
許
可
を
得
た
程
度
で
、
充
分
な
予
算
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
　
こ
れ
よ
り
先
、
文
久
二
年
七
月
、
養
生
所
規
則
が
改
正
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
各
国
領
事
に
も
通
達
さ
れ
た
。
同
年
十
二
月
十
七
日
（
一
八
六
三
年
二
月
五
日
）
、
長
崎
奉
行
は
宿
次
に
よ
り
「
養
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第
七
節
　
養
生
所
の
開
院
生
所
規
則
各
国
コ
ン
シ
ュ
ル
江
追
達
之
儀
二
付
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
報
告
し
た
が
、
こ
れ
が
斎
藤
錠
三
郎
を
経
て
幕
府
に
屈
け
ら
れ
た
の
は
翌
年
一
月
二
十
五
日
（
一
八
六
三
年
三
月
十
四
日
）
で
あ
っ
た
。
養
生
所
は
単
に
長
崎
に
設
け
ら
れ
た
幕
府
の
医
学
教
育
機
関
の
所
属
施
設
と
し
て
医
学
所
に
学
ぶ
学
生
た
ち
の
研
修
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
市
民
の
健
康
の
保
護
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、
長
崎
在
留
の
外
国
人
及
び
長
崎
入
港
の
諸
外
国
船
の
乗
組
員
の
疾
病
を
も
治
療
す
る
公
的
な
施
設
で
も
あ
っ
た
の
で
、
他
地
方
の
病
院
と
は
甚
だ
存
在
意
義
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
ポ
ン
ペ
は
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
人
の
た
め
に
特
別
室
を
設
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
臨
床
講
義
に
当
っ
て
も
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
、
ア
メ
リ
カ
人
な
ど
の
入
院
患
者
も
取
扱
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
養
生
所
に
入
院
し
、
治
療
中
、
死
亡
し
た
外
国
人
は
長
崎
奉
行
所
を
経
て
幕
府
に
報
告
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
文
久
二
年
一
月
三
日
（
一
八
六
二
年
二
月
一
日
）
に
発
病
し
、
六
日
（
陽
暦
二
月
四
日
）
に
入
院
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
エ
、
、
、
1
は
変
症
ハ
f
リ
ヲ
リ
に
よ
っ
て
同
月
十
二
日
（
陽
暦
二
月
十
目
）
に
死
亡
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
長
崎
奉
行
所
は
一
月
十
八
日
（
陽
暦
二
月
十
六
日
）
、
「
当
地
養
生
所
寄
宿
罷
在
候
外
国
人
病
死
之
儀
申
上
候
書
付
」
を
町
便
に
よ
っ
て
幕
府
に
進
達
し
た
が
、
二
月
三
日
（
陽
暦
三
月
三
目
）
に
佐
藤
清
五
郎
を
経
て
幕
府
は
こ
れ
を
受
取
っ
て
い
る
。
こ
の
種
の
届
出
は
同
年
二
月
七
日
（
幕
府
受
付
三
月
一
目
）
、
五
月
二
十
日
（
幕
府
受
付
六
月
四
目
）
、
閏
八
月
七
日
（
幕
府
受
付
九
月
六
日
）
、
　
同
月
十
七
日
（
幕
府
受
付
九
月
二
十
六
日
）
等
、
四
件
あ
り
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
渡
来
後
、
同
様
な
届
出
が
な
さ
れ
た
も
の
に
丈
久
三
年
一
月
十
七
日
（
幕
府
受
付
二
月
二
十
三
日
）
、
一
月
二
十
八
日
（
幕
府
受
付
二
月
十
六
日
）
、
二
月
十
七
日
（
幕
府
受
付
三
月
十
八
日
）
、
　
二
月
二
十
七
日
（
幕
府
受
付
三
月
二
十
六
日
）
、
三
月
十
七
日
（
幕
府
受
付
四
月
二
十
九
目
）
、
七
月
二
十
九
日
（
幕
府
受
付
八
月
三
十
日
）
、
八
月
十
七
日
（
幕
府
受
付
九
月
二
十
日
）
、
十
月
十
七
日
（
幕
府
受
付
十
一
月
十
九
目
）
等
、
八
件
が
あ
る
。
こ
れ
は
文
久
二
・
三
年
の
外
国
人
入
院
患
者
中
の
死
亡
者
で
あ
る
。
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